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大出力かつ超短パルスレーザーは，レーザー加工やイメージング，超精密分光などの分野に応

用されている．超短パルス生成にはモード同期が用いられており，そのファイバレーザー発振器

から出力されるパルスエネルギーはナノジュール程度に制限されている．そのため大出力かつ超

短パルス生成には，複数段の増幅器とパルス圧縮器が用いられ，そのシステムは大型かつ複雑と

なる．近年，複雑なシステムを用いることなく大出力かつ超短パルス化を目的として Mamyshev

発振器の開発が注目されており[1]，我々のグループでも Yb ファイバを用いた Mamyshev 発振器

の開発に取り組んできた[2]．Mamyshev 発振器はピーク透過波長が数 nm だけオフセットされた

帯域制限フィルタ（BPF）間にて生じるパルスエネルギーの増幅と自己位相変調によるスペクト

ル帯域の拡大を利用するため，大出力化が可能である．そのため正常分散領域で発振可能な波長

1060nm 帯における Yb ファイバを用いた開発例が多く報告されている．一方，波長 1550nm また

は 2000nm帯における Erファイバを用いたMamyshev 発振器は，通常のファイバに対して，異常

分散となることから，その開発例は限られている．一方，フォトンエネルギーは波長 1060nm と

波長 1550nm を比較したとき，波長 1550nm の方が低い．このことから非線形光学結晶に対する

損傷しきい値は，波長 1550nm の光パルスの方が低くなるため，高い入力エネルギーによる大出

力の波長変換が期待できる．そこで本研究では発振器から直接大出力かつ超短パルス生成を目的

とした波長 1550nm 帯の Mamyshev 発振器の開発を行った． 

開発した Mamyshev 発振器の基本構成は，Yb ファイバ

Mamyshev 発振器と同様である[3]．共振器内に設置した

BPF の透過中心波長は 1550nm と 1556nm，帯域幅は 3nm

に設定した．Mamyshev 発振を引き起こすために共振器外

部から平均出力 1mW の中心波長 1552nm（帯域幅 3.3nm）

のシード光を入射させた．励起 LD パワーを 418mW に固

定して，共振器内の波長板の角度を調整することで

Mamyshev 発振に成功した．出力されたスペクトルの一例

を図 1に示す．詳細な出力特性については，講演にて報告を行う． 
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図 1. スペクトル 
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